
（別紙４－１）

自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ 理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を作
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげ
ている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、
事業所自体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る

4 3 ○運営推進会議を活かした取組
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取組状況等について報告や話し合いを行い、そこで
の意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基
準における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

御家族様にも参加していただけるよう事業所と
してもアクションを起こしています。面会時に参
加をしてほしいと声をかけたり、以前はイベント
と会議を同日に開催したりしていました。1人で
も多くの方に運営推進会議に参加していただけ
るよう期待します。

運営推進会議の際に事業所の実情を伝えた
り、情報提供をして頂いている。介護サービス
について市町村から助言を受ける場合もある。
また、ボランティアの紹介も市から受けている。

玄関・通用口は開放している。徘徊や転倒の危
険がある方には、可能な限り寄り添うようにして
いる。抑制的な発言は慎むように職員に指導し
ている。スピーチロックのポスターを、職員の目
に入るところに掲示している。外に出る利用者
様には可能な限り付き添って出かけている。

ケアマネジャーは市が行っている認知症地域
推進委員に選ばれています。認知症カフェを月
1回開催し、常に市担当者とコミュニケーション
を図っています。事業所の認知度をあげること
を課題として常に担当者に相談をしています。

1階入り口には身体拘束ゼロ宣言のポスターを
掲示しています。事務所にはスピーチロックの
注意点を掲示しています。通用口は施錠をせ
ず、利用者様が「外出をしたい」と思った時には
一緒に外出をしています。身体拘束委員会を年
4回、研修を年2回実施。事業所が開設してから
身体拘束を実施したことはありません。

自己評価及び外部評価結果

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

近隣の方だけではなく、市内の高齢者の方に
出会う機会があると、介護についての相談を受
けたり、気軽に立ち寄って頂けるように話をして
いる。

会議内容については、議事録に必ず職員全員
目を通している。また、順番で書記として参加し
ている。必要に応じて、再度話をしたり、運営推
進会議で出された意見について話し合いをして
いる。指摘を受けた事柄に関してはサービスを
向上できるように努めている。

理念を出入口に掲示し、職員だけでなくご家族
や訪問者にも見えるようにしている。また、会議
の際に日々の変化する入居者様の体調面等を
居室担当が報告し、職員全員で対応方法を考
えるようにしている。

地区の方々や近隣の施設より、情報を頂き、認
知症カフェなどに参加している。また、地域清掃
や防災訓練に参加し、地域との交流を図ってい
る。運営推進会議には、地域の方の出席を依
頼している。認知症カフェゆとりあを運営してい
る。

玄関・事務所に理念を掲示してあり、スタッフが
常に確認できるようになっています。入社時の
オリエンテーションでは理念の共有を行ってい
ます。「入居者様に寄り添う介護」と誰もがわか
りやすい理念となっており、1人1人の尊厳を守
る事の意識づけになっています。

地域の清掃（どぶ掃除・草取り）には年2回参加
をしています。施設の認知度をあげる為、地域
のイベントには出来る限り参加をしています。ま
た、慰問ボランティアさんによるイベントもありま
した。事業所への見学はいつでも可能で、すぐ
に入居を希望される方もいるとの事です。

年6回開催しています。会議内容は事前に御家
族様、民生委員などにアンケートを取り、テーマ
を決定しています。参加者は包括支援セン
ター、市担当者、民生委員が中心となっていま
すが、御家族様にも随時参加していただきたい
と声をかけています。
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自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納
得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させてい
る

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が
向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に努め
ている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作
り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通
じて、サービスの質を向上させていく取組をしている

呼びかけて研修の参加を促し、研修後は報告
書を作成し、会議で報告し、知識の共有を図っ
ている。１年間に１人１回以上の研修に参加を
するような体制が整っている。

姉妹施設との交流する機会をつくり、利用者と
ともに行事に参加してもらう事がある。地域や
姉妹法人の研修に参加しネットワークづくりを
行うとともにサービスの質の向上に努めてい
る。

意見箱を入り口に設置している。面会時には、
必ず、話をうかがうようにしており、職員全員で
解決すべきところは職員会議の場で話し合い、
運営に反映している。電話で受けた内容に関し
ても、共有している。

日頃から話を聞いたり、相談をしたりしている。
毎月の職員会議でも意見交換を行い改善でき
る事は受け入れている。

経営状況を説明し、職員への経営に関しての
意識づけを図っている。代表者は現場職員に
直接声をかけてくれている。

虐待がないように常に職員全員で連携をとり、
教育し、注意している。日頃の職員会議等で
「虐待」にあたる行動・行為・言動などを周知し、
話し合う機会をもうけている。チェックリストを作
成し、虐待をしていないか、再認識をするように
している。

成年後見人制度を利用されている方が現在い
らっしゃらない。以前の経験をふまえ、必要な方
には情報を提供し、積極的に活用を支援してい
きたい。

随時、不安や疑問に耳を傾けており、何度も聴
いていただくように話をしている。質問等があれ
ば、随時お応えできる環境が整備されている。

入口には意見箱を設置しています。御家族様
は直接スタッフに要望など伝えてくれています。
事業所からも利用者様のご様子など細かく報
告をしているため、御家族様からは「話しやす
い」」と評価していただいています。

利用者様1名に対し、スタッフ1名が居室担当と
なっています。居室担当の役割も明確になって
いる為、管理者、ケアマネに要望を伝えに来る
ことが多いです。基本的には毎月の会議に上
程し、全スタッフで検討及び共有しています。
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自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心
を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくり
に努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他のサービス
利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮らし
を共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人と
家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係
を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

家族との連絡を密に取り、ご本人の思いを伝
え、ご家族の思いを確認しながら、一緒に支援
するようにしている。感謝してくれる時がある
が、それはご家族・ご本人あっての事だとこちら
も感謝を伝えるようにしている。

自宅への帰宅や、居室で一緒に過ごしていた
だくなどしている。コロナの時期にも環境整備や
対策を強化し、馴染みの人の面会も受け入れ
るようにしてきた。

ご本人の話を十分に傾聴し、受け止める姿勢
で接し安心して生活していただけるように努め
ている。ご本人の主張に焦点をあて、それにつ
いてどのようなサービスを提供することができる
のか提案し、安心に繋げてもらっている。

ご家族からの相談は、真剣に受け止め、一つ
一つ丁寧に話し合い、信頼関係の構築に努め
ている。アセスメントを通して、聞き取りをしてい
る。

相談時にご本人や家族の思い、状況を確認し
改善が図れるようにしている。入居に至らない
場合は、他のサービスの紹介を行うなど、情報
提供をしている。

出来る事は参加を働きかけ、一緒にやって頂い
た事に対して感謝の気持ちを伝えている。一緒
に生活をしているものと思っていただける様、
関係づくりを構築している。

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

コロナ禍でも自宅に帰っていた利用者様もい
らっしゃいます。ご友人が訪ねてくることもあり
ますし、親族が集まった時に面会にいらっしゃ
ることもあります。また、馴染みの美容院に行
かれていた方もおり、関係を切らない様支援し
ています。
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自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努め
ている

22 ○関係を断ち切らない取組

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォ
ローし、相談や支援に努めている

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、こ
れまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の
現状の把握に努めている

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの
意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作
成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

ケアの気づきや工夫、時に注意すべき点など
は業務日誌や個人ケースに記録し情報を共有
している。また、それを介護計画に活かすように
してる。

入居者の介護度の幅が広いので、会話や表情
からご本人の希望や意向を把握するように努
めている。それでも、困難な場合はご本人の安
全を考慮して検討している。

入居時の資料や日常の会話からも、生活歴や
馴染みの暮らし方の把握に努めている。時に
は家族にうかがっている。

これまでの生活歴を把握したうえで、個々の生
活リズムを理解するようにしている。また、体調
や気分など日々様子観察を行い、職員間で情
報を共有しケアにつなげている。

各居室の担当職員を中心に、ご本人やご家族
の思いや意見を日頃の関わりの中でうかがい、
反映させるようにしている。リハビリについて
は、隣接する病院の理学療法士・作業療法士と
情報交換を行い、日常生活で行えるメニューを
作成していただき、実践している。

意向を伝えることができない利用者様は、ス
タッフが表情や声のトーンなどを確認しながら
「何をしたいか」を把握しています。居室でのお
やつストック、買い物同行、誕生日にはお好き
なケーキを召し上がっていただくなど利用者様
の意向を出来る限り伺い、対応しています。

半年に1回は居室担当者から利用者様の課題
を抽出してもらい、ケアマネといっしょに計画書
を作成しています。リハビリに力を入れていて、
隣接する病院の理学療法士等の意見も を聞き
ながら、全体メニュー及び個別メニューを作成
し、計画書に反映させています。

入居者同士が良い関係でいられるように、常に
気を配っている。話題を提供したり、仲介役を
行いコミュニケーションが図れるようにしてい
る。喧嘩の仲介にも入り、お互いが気分不快に
ならないように工夫している。

サービスが終了された方のご家族に会う機会
があるとその後の様子をうかがっている。更新
書類の申請などにはサービス終了後にも携
わっている。
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自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスにとらわれない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本
人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽し
むことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切
な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよう
に支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情
報交換や相談に努めている、又は、そうした場合に備え
て病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできること
を十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者とと
もにチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域
との協力体制を築いている

年に２回、同一建物に併設する小規模多機能
ホームと合同で防災訓練を行っている。歩行が
困難な方が増えてきたので、担架を完備してい
る。

水消火器、AED訓練は地域の消防署が行わな
くなったとのことでした。民間で行っている所が
ないか再度確認されるとの事でした。また、階
段での避難方法を検討されているなど事業所
の問題を把握出来ているため、課題解決するこ
とを期待します。

毎朝、バイタルチェック、日々の動きや表情など
に変化がないか観察し、異常の早期発見に努
めている。心配な時は、病院の看護師に相談
し、医師に繋げることもある。変動が気になる時
には、昼夜、バイタルチェックをしている。

入院時には、本人の支援に必要な情報を提供
している。入院中は、ご家族・相談員より様子な
どをうかがっている。また、日頃より協力病院と
の連携に努めている。

あらかじめ本人・家族と話し合いを行い、意向
に沿って終末期を迎えている。ムンテラには必
ず立ち会うようにしている。異変の早期発見に
努め、家族と今後について話をしている。グ
ループホーム内での看取りも実施している。

落ち着いて対応できるようにマニュアルを整備
しており、わかりやすい位置に掲示している。状
況に応じて動けるようにしている。

契約時、急変時及び終末期の事前確認書を説
明後、署名をいただいています。毎年内容に変
更がないか確認をしています。終末期には再度
確認をしています。同じ終末期の方でもそれぞ
れ違いがあるため、スタッフにはOJTを実施し、
随時検討、申し送り、個人ケースや介護日誌の
確認をしています。

事業所が2階にあるのでエレベーターが稼働し
ている場合の避難訓練を行っています。利用者
様にも屋外に行く訓練に参加をしていただきま
す。今後階段での搬送方法を検討していきま
す。BCPは同法人で作成中です。備蓄品は病
院に3日分、薬は病院内薬局に保管していま
す。

ご本人の状態や家族の状況に応じて通院など
の支援を臨機応変に行っている。様々なケース
に柔軟に対応できるように、管理者・職員間で
予測している。

地元の新聞や市の広報などから情報を得て活
用している。また、近隣からの情報を元に季節
折々の催し物に出かけている。

かかりつけ医は、継続して受診できるように支
援しているが、隣接する病院をご本人とご家族
の希望で主治医にするケースが多い。

契約時には馴染みの病院を継続受診すること
ができると説明しますが、ほとんどの方は事業
所の隣接している病院に変更されています。隣
接病院には整形・呼吸器・外科・内科等があ
り、皆様 安心して変更されています。
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自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ね
ない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひと
りのペースを大切にし、その日をどのように過ごしたい
か、希望に沿って支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力
を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片
付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援を
している

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひと
りの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

ご本人の意思を必ず確認している。答えやすく
選びやすいように問いかけを心掛けている。確
認が難しい方は、表情を観察するが、生活歴を
調べたり、ご家族に相談する場合もある。

職員側の活動マニュアルがあるが、その状況
に応じて、柔軟に対応している。一人ひとりの
ペースを大切にするために、常に声掛けをしな
がら見守りをしている。

１か月に約３名のペースで訪問美容院を依頼し
ている。利用者からの声があがれば対応する
ようにしている。ご本人の好みの衣類をご家族
が準備してくださる方が多い。

食事で隣接する病院で調理されている。片付け
など出来る事は行っていただいている。週一回
は、気分を変える意味でお弁当にしている。コ
ロナがない時には外食も実施している。

毎食の食事量などをチェックしており、必要に応
じて間食の量を増やしたり、梅びしおをかけたり
している。また、個々に合わせた食事形態や病
気に合わせた食事を提供している。

毎食後、口腔ケアを働きかけている。困難な方
は、その方に合った口腔ケア方法で援助してい
る。義歯の方は夕食後に洗浄と除菌を行ってい
る。

食器はご自宅から持ってきてもらっています。
給食会議を毎月行い、食事形態など検討をして
います。状態変化があった場合は家族に連絡
をし、食器を変更してもらっています。週1回の
お弁当も楽しみにされていて、ほとんどの方が
完食をしています。

馴れ合いから言葉かけや対応に失礼のないよ
うに気を付けている。入居者様の対応で気づい
た事があれば、個人的に注意するのではなく、
職員全員で共有し解決するために職員会議で
話し合いをしている。

生活の場としてスタッフも意識している為、無駄
に大きな声を出しているスタッフはいません。基
本、利用者様のやりたいことを行ってもらってい
ますが、他利用者様に迷惑をかけてしまう時に
は気分転換を図り、スタッフと洗濯物をたたんだ
りしてもらっています。
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自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や
排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排
泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々に沿った支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひと
りの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、
気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望に沿って、戸外に出かけられ
るよう支援に努めている。また、普段は行けないような場
所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるように支援している

一人ひとりの日中の活動性に配慮し、午睡を実
施している。また、臥床時間に合させて室内の
温度を調節したり安心して休んでいただけるよ
うに声をかけている。

服薬ファイルやお薬手帳を整理して管理してい
る。薬の変更や追加等が分かりやすいように個
別ケースに記入している。

ご本人の趣味や特技を生かした役割を持って
いただいており、外出・外食時には希望をうか
がっている。お酒を要求する利用者に対して、
普段飲まないようなソフトドリンクを提供し、喜
んでいただいた。

少しでも季節を感じていたがけるように外出の
計画を立てている。また、外食時には希望を伺
い、選ぶ楽しみを感じていただくように支援して
いる。外出が難しい場合は、日向ぼっこをしな
がら体操を行うようにしてる。ドライブへで、利
用者の希望の場所・職員のおすすめの場所に
出かけている。

個々の排泄パターンを把握し、さり気なくお誘い
している。日中はトイレ誘導を心掛けている。オ
ムツ類を使用する入居者様に関しては本人に
合ったオムツ・パッドを使用し、無駄のないよう
に努めている。

毎朝の乳製品の提供と運動する時間を設けて
参加を促している。トイレに座った時におなかの
マッサージを行っている。整腸剤・下剤を服用
する方も様子を見ながら適宜調整をしている。

基本の入浴日を設定しているが、ご本人に確
認をしながら実行している。要望により入浴回
数を増加したり、足浴や陰部洗浄を行うなどし
て清潔に努めている。

以前、オムツいじりをする方がいらっしゃり、何
度も検討を重ね対応しました。スタッフが研修で
「不眠は排便によって起こる」と勉強をしてきた
ので、排便コントロールを行ったケースもありま
す。その人に合わせた排泄支援を行っていま
す。

拒否される方がいた場合は、入浴方法や曜日
変更をし、対応しています。一般の浴槽が２階、
機械の浴槽が１階にあるため、利用者様の状
態によって選んでいます。お湯は源泉で効能表
を脱衣室に掲示しています。

事前に計画した月1回の外出イベントに加え、ド
ライブは月2回程度行っています。日常でも毎
週水曜日は外気浴をするように時間調整をし、
出勤者全員で対応しています。
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自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使
えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり
取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工
夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同
士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居
心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかること」を
活かして、安全かつできるだけ自立した生活が送れるよ
うに工夫している

アットホームな雰囲気づくりを心掛けている。季
節を感じられるような飾りを配置すると、利用者
間でそれについての話をしている様子をうかが
える。ご家族も喜んでくれている。清潔感のある
ように掃除をしている。

食堂と廊下を区別する為に１ｃｍ程度の段差が
あります。スタッフが注意しているため、事故も
なく問題はありませんが、転倒のリスクがありま
す。今後も転倒に注意し、利用者様の支援をし
ていただければと思います。

居室で活動や休養し、リフレッシュしたり、悠々
過ごしている様子がうかがえる。リビングで利
用者が過ごす時間などには会話をしたり、共同
で遊び、交流を図るような空間ができていると
思われる。

居室はご本人・家族がセッティングしてくれてい
る。使い慣れたもの、好みのものなど、本人が
自分個人の部屋だと感じるような場所になって
いる。

居室・トイレなどの認識ができるよう、マークを
付け、目印にしている。手すりを強化し、安全に
移動・運動ができるようになっている。一人ひと
りの動作の観察・把握に努め、残差解消や家
具の設置に工夫している。

利用者のお金は鍵つきのロッカーで保管してい
る。必要に応じて、職員が利用者の要望の品を
購入している。利用者の身体状況によっては買
い物を一緒に行うこともある。

問題なく家族からの電話を取り次いだり、手紙
を渡したりしている。携帯電話を所持している利
用者もいらっしゃるので、発信や充電など必要
時は援助している。

共有部の天井は天窓になっている為に天気が
良い日は自然光が入ってきます。雨音もする
為、天気の把握をすることができます。壁には
利用者様が作成した書道、折り紙、塗り絵、写
真など季節感のある物が掲示されています。

居室の物はご自宅から自由にお持ちいただけ
ます。家具、ソファーを設置されている方、仏壇
を置きおりんを使用されている方もいらっしゃい
ます。
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